
 

2010年 1月 29日 

田中貴金属工業株式会社 

 

2009 年度 「貴金属に関わる研究助成金」の受賞者を発表 
 

～ 最高金額 500 万円が授与される「プラチナ賞」は、東北大学准教授の島津武仁氏による 

「次世代ストレージ・メモリへの応用に向けた L11型 Co-Pt 垂直磁化膜の高性能化」に決定 ～ 

 

田中貴金属工業株式会社（本社：千代田区丸の内、代表取締役社長：岡本英彌）は本日、2009

年度「貴金属に関わる研究助成金」の受賞者を発表しました。最高金額500万円が授与される

「プラチナ賞」と、200万円が授与される「ゴールド賞」を含め合計20件の研究に対し、総額

1,270万円の研究助成金を授与します。 

本助成金制度は、貴金属を使用した研究・開発を行なう国内の教育機関、公的研究機関に対

して「貴金属が拓く新しい世界」へのさまざまなチャレンジを支援するもので、1999年度から

毎年実施されています。第11回目となる本年度は、「貴金属が貢献できる新しい技術、商品の

実用化に向けての研究･開発」をテーマに電気･電子、自動車、環境、エネルギー、メディカル、

バイオ、ナノなどの分野から合計124件の応募がありました。新しい産業や技術の発展が期待

されている中で、貴金属が果たす役割をさらに追求できるように、本年度は最高金額をこれま

での200万円から500万円へと大幅に上げたこともあり、前年度の応募総数48件を大幅に上回

る応募件数となりました。 

厳正な審査の結果、最高金額500万円が授与される「プラチナ賞」は、東北大学准教授の島

津武仁氏による「次世代ストレージ・メモリへの応用に向けた L11型 Co-Pt 垂直磁化膜の高性

能化」に決定しました。選定理由は、提案テーマが貴金属の将来用途として大きな期待をされ

る次世代ハードディスク及びMRAMの磁性材料（強磁性材）に関わる最先端の開発テーマであっ

たためです。「プラチナ賞」の授与は本助成金制度の設立以来、初めての授与となります※1。 

また、200 万円が授与される「ゴールド賞」は、北海道大学准教授の新倉謙一氏による「ウ

イルスの分子認識を利用した金属ナノシェルの構築と高感度ウイルス検出法の開発」に決定し

ました。選定理由は、提案テーマが貴金属の新しい用途として期待されている高感度ウイルス

検出技術に関わる最先端の開発テーマであったためです。 

その他「シルバー賞」（7件）、「MMS賞」（11件）、および本助成金実施概要については次頁の

通りです。なお、2010年度の研究助成金については、今秋に募集予定です。 

 

                                                   

1 過去10回の研究助成金にて、「プラチナ賞」の受賞該当は無し 
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プラチナプラチナプラチナプラチナ賞賞賞賞    （（（（1111件件件件、、、、500500500500万円万円万円万円）））） 

東北大学 准教授 島津武仁 
「次世代ストレージ・メモリへの応用に向けたL11型Co-Pt垂直

磁化膜の高性能化」 

ゴールドゴールドゴールドゴールド賞賞賞賞    （（（（1111件件件件、、、、222200000000万円万円万円万円）））） 

北海道大学 准教授 新倉謙一 
「ウイルスの分子認識を利用した金属ナノシェルの構築と高

感度ウイルス検出法の開発」 

シルバーシルバーシルバーシルバー賞賞賞賞    （（（（7777件件件件、、、、各各各各50505050万円万円万円万円）））） 

京都大学 教授 岩田 博夫 
脳動脈瘤治療用白金系コイル等の脳血管内治療用デバイス作

成に用いる非磁性合金の開発 

神戸大学 教授 竹内 俊文 
分子インプリント蛍光性ナノ粒子と疎水性金コロイドを用い

た特異的蛍光センシング 

筑波大学 准教授 冨重 圭一 バイオマス関連化合物変換のための貴金属触媒の開発 

東京農工大学 教授 早出 広司 
高感度イムノクロマトセンサのための新規検出プラットフォ

ームの開発 

東北大学 助教 大森 俊洋 新しいIr基超高温材料の開発 

東北大学 助教 永沼 博 
二重トンネル接合素子の反強磁性固定層における貴金属元素

の役割 

東北大学 准教授 吉川 彰 
貴金属合金と機能性材料融液との濡れ角評価の研究と融液成

長用ルツボ材への応用展開 

ＭＭＳＭＭＳＭＭＳＭＭＳ賞賞賞賞    （（（（11111111件件件件、、、、各各各各20202020万円万円万円万円）））） 

秋田大学 

教授 石尾 俊二 

大阪府立大学 

助教 興津 健二 

大阪府立大学 

准教授 齊藤 丈靖 

鹿児島大学 

准教授 土井 俊哉 

京都大学 

教授 田中 庸裕 

信州大学 

産学官連携研究員 清水 航 

東北大学 

准教授 張 偉 

長崎大学 

教授 香川 明男 

長崎大学 

教授 田邉 秀二 

北海道大学 

教授 米澤 徹 

琉球大学 

教授 斉藤 正敏 
 



2009200920092009 年度年度年度年度「「「「貴金属貴金属貴金属貴金属にににに関関関関わるわるわるわる研究助成金研究助成金研究助成金研究助成金」」」」概要概要概要概要 

【【【【    分分分分    野野野野    】】】】    電気・電子、自動車、環境、エネルギー、メディカル、バイオ、ナノ、その他 

※ 商品化・実用化において、貴金属が重要な役割を果たす研究内容であること 

※ 貴金属に関する開発が、その商品化・事業化の進捗にブレークスルーをもたらす内容であること 

【【【【    テーマテーマテーマテーマ    】】】】    貴金属が貢献できる新しい技術、商品の実用化に向けての研究・開発 

【【【【助成金額助成金額助成金額助成金額】】】】    

・プラチナ賞 500 万円（1 件） 

・ゴールド賞 200 万円（1 件） 

・シルバー賞 50 万円（数件） 

※ 研究助成の対象期間は、原則1年間 

※ 各賞は、実用化に向けて特に大きな貢献が認められると判断されるものを対象としており、

「受賞該当なし」の場合もあります 

【【【【募集対象募集対象募集対象募集対象】】】】日本国内の教育研究機関あるいは公的研究機関に所属されている方 

【【【【応募条件応募条件応募条件応募条件】】】】    

・研究を通じて製品開発、技術開発、指導など当社と情報交換いただけること 

・他の貴金属材料メーカーと共同開発を行なっているもの(予定も含む)は、その旨を明記すること 

※ すでに商品化・事業化が実施あるいは予定されているものは除く 

※ 分析、評価、生産技術等の基礎研究は除く 

【【【【募集期間募集期間募集期間募集期間】】】】2009年 9月 1日（火）～2009年 11月 30日（月）17：00 メール受信分まで    

【【【【応募総数応募総数応募総数応募総数】】】】124件 

【【【【研究助成金制度研究助成金制度研究助成金制度研究助成金制度にににに関関関関するおするおするおするお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ】】】】    

田中貴金属販売株式会社 マーケティング部 MMSセクション 

「貴金属に関わる研究助成金制度」事務局 

〒100-6422 東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビルディング22階 

TEL: 03-5222-1301  E-mail: joseikin＠ml.tanaka.co.jp 

HPアドレス: http://prexnet.jp 

 

■田中貴金属工業株式会社 

田中貴金属工業株式会社は、明治18年の創業以来、1世紀以上にわたり、金やプラチナなどの

貴金属の精製・分析に携わるとともに、貴金属を用いたさまざまな工業製品の製造・販売、ま

た、資産としての貴金属地金の売買を行っています。日本で金の輸出入自由化が施行された

1978年には、金の精製・分析技術が高く評価され、日本で初めてロンドン金市場公認溶解検定

業者の認定を受け、国際市場で通用する金地金を製造する資格を得ました。また2003年 12月

には、ロンドン金市場で取引される金地金の品質を審査する、世界で5社しか認定されない「公

認審査会社」の1社に任命されています。 

・本社所在地 東京都千代田区丸の内2－7－3東京ビルディング 

・設立    1918年 

・資本金   5億円 

・売上高   8,290億円（2009年 3月期） 

・従業員数  1,653名（2009年 4月 1日現在） 

・代表者   代表取締役社長 岡本 英彌 

・HPアドレス http://www.tanaka.co.jp 


